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回復期 リハビリ病棟の特性を理解する 三期掛垂が連既している/日常生活行動すべてがリハ ビリである
環境整備の意味を考える 環境整備I潮 予防のためでもあることに気づく
リハ ビリ看護の難 しさを感 じる 「見守る」という平脈 ミ難しいと感 じる 患者のできることを見出し見守るか介助するかの中断 が難しいと思 う





受け持ち患者を観察する ベ ッドサイ ドや リハビリ見学で受け持ち患者を観察する
看護師や病棟スタッフを観察する 食事介助やリハビリ日欄 両やスタッフを観察する








手 さぐりでケアを実践する 患者やスタッフの状況から自分のするべきケア 食事介助やリハビリの見学中に、スタッフの状況を見ながら、自分ができ
を中断 し、手探 りで実施する る援助はなにか考え、実施する
患者が高齢者であることを意識する 高齢患者であるため、調燕をしないように注音する
表2.実習2日目の学びの特徴

























患者に合わせたケア方法を判断する 患者の生活行軌や リハビリを観察し、介助方法を中断 する





ケア方法の中断 に難 しさを感 じる 場合に応じたケア方法を判断す ることが難 しいと感 じる
振 り返 りやカンファレンスにより
具触 勺なケア方法を中断 する
ケア実践を振 り返 り、評価する 患者の反応からケア実践を振り返り評価する















患者の反応に一喜一憂する 患者の反応に安心 .喜び .驚きを感 じる 患者の反応に安心 し、よろこぶ/患者の反応に驚 く








患者の意思を尊重 しながら適切な 患者の意思を尊重しながら、患者に合わせたケ 患者の意思を考慮 しながら、看護としてどのようなケア方法が適切か考え
ケア方法を中断する ア方法を考える る
患者に合わせたケアを実践する 自ら中断 したケア方法を実践する 自分が判断したケア方法を実践する
他者からの助言をもとにケアを実践する 臨床指導者 .他学生 .教員からの助言をもとにケアを実践する
ケア実践の評価 .修正を行 う ケア実践を振 り返 り評価する 患者の反応を踏まえ、ケアを振 り返 り評価する
学びを活か したケア実践ができることを願 う 既習知識と実習の学びを活かしたケア実践ができることを願 う
適切なケア方法の判断に困惑 し疑 患者の反応か ら適切なケア方法の判断に難 しさ 休息と活動 について、どのような対応をすればよいのか判断することが難
























ケア技術に対する力不足を感じる 自分のケア技術力不足を感 じる 自分のケアに柔軟性がないと感 じる
看護過程を理解 し、ケア実践の評
価 .修正をする
ケア実践を振 り返 り、評価する 患者の反応からケアを振 り返 り、評価する
看護過程を理解する 実習により情報収集からアセスメン トし、ケアの計画と実践につながるこ
とを実感する
ケア方法の中断 に悩む ケア方法の中断 に悩む 覚醒を促すかどうかなどのケア方法の中断 に悩む
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